




























































































































































































































































































6 月調査 3 月調査
変化 Wilcoxon統計量 有意差平均 標準偏差 平均
標準
偏差
1 自信 大宝思考のことばを使って、自分の考えを話したり、書いたりすることは得意ですか。 2.90 .872 2.93 .846 上昇 -0.375 なし
2 定着 大宝思考のことばを使って、自分の考えを話したり、書いたりすることはできますか。 3.34 .699 3.36 .688 上昇 -0.263 なし


























































3.64 .623 3.75 .489 上昇 -1.795 10％水準
この結果より、5％水準で有意に平均差が出たのは項目 13「合意に関する意義の自覚」であり、また













りの 10 項目は統計的な有意差は出ないものの、7 つの項目で平均値は上昇、3 つの項目で低下した。低
下したのは項目 3「学びの楽しさ」が 3.16 から 3.14 へ、項目 10「理解」が 3.53 から 3.50 へ、項目 11「転
用」が 3.29 から 3.26 へと、いずれも無視してよいほどのわずかな低下に留まっている。
これらのことより、第 1 に、項目 13「思考の意義の自覚」において、統計的に有意に平均値の上昇（一
方で、標準偏差の低下）が見られたこと、第 2 に、それ以外の項目には統計的に有意な平均差が出なかっ
たが、これは 6 月時点で既にほとんどの項目の平均値が 3 を大きく上回っていたことに起因すると考え
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